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	2-1　マイノリティ問題としての部落問題
	部落問題は、日本社会における典型的なマイノリティ問題である。マイノリティの特徴は、文字通り数が少ないことに加え、権力関係で被抑圧の位置に置かれていることである。
	部落出身者が現在何人くらい存在しているのかを正確に把握するすべはないが、ひとつの指標となるのが、1993年の総務庁（当時）による同和地区実態調査結果である。そこでは行政によって指定された「同和地区」住民が、2,158,789人、そのうち「同和関係者」が892,751人となっている。部落内外への流出入という要素をひとまず除外すると、日本の人口の1〜2％だと見積もることができる。実際にはもっと多いとしても、数の上ではマイノリティである。この数に加えて部落出身者は身体的にマジョリティの日本人と変わるとこ...
	また、特措法期限切れ後は、学校における部落問題学習が少なくなっている傾向があり、歴史の授業で学ぶ過去の問題としてとらえられ、現代の問題として認識されにくくなりつつあり、ますます不可視化していくことが危惧される。
	2-2　差別意識の問題
	現代の差別意識の問題としては、①部落（の人、あるいは運動団体）に対する偏見があること、マイナスイメージが強いこと、②差別されないために、差別するという行動傾向があること、③寝た子を起こすな論・部落分散論などに見られる当事者責任論があること、④差別意識が部落出身者に負の影響を及ぼしていること、などがあげられる。
	①「部落（の人、あるいは運動団体）に対する偏見」については、近代化・合理化に伴う穢れ意識の解体、人種起源説に対する根本的な批判や、家意識の低下もあって、これら古い形態での差別意識は広がりを持ちにくくなりつつある。しかし、2010年に実施された「人権問題に関する府民意識調査」結果を見ると、「「同和地区の人はこわい」とか、あるいは「同和対策は不公平だ」というような話を聞いたことがありますか」という問いに対して、「ある」が60.5％、「ない」が25.7％、「無回答・不明」が13.7％となっている。
	この背景には、エセ同和行為や、一部運動団体幹部の不祥事もあると考えられるが、部落解放を目指す団体を「同和利権」と名指して批判する動きすら見られる。マイノリティ集団にとって、差別の撤廃や生活向上を求める運動は必要不可欠であり、変革を促す糾弾を伴うこともあるが、そもそもそうした抑圧がいかに生み出されたのか、そして運動がなぜ必要であるのかに対する一般の理解は十分ではない。特に不況期になれば、すでに廃止されているにもかかわらず、特別対策についての批判も見られる。当事者団体が当事者として意見を主張することに...
	②「差別されないために、差別するという行動傾向がある」ことについては、意識調査の結果などから、結婚忌避的態度や部落という土地を避けようとする態度が、差別の存在を強く意識している層でよく見られることが明らかとなっている。すなわち、自らが差別されないために、差別する傾向があると言える。不利益に対して社会の責任を問うのではなく、自己責任にするという近年の風潮が、自身が差別されるリスクを回避しようとする意識を強化しているのではないかと考えられる。そのような風潮に同調するだけでは、差別の撤廃には向かわない。
	③「寝た子を起こすな論・部落分散論などに見られる当事者責任論」については、先述の大阪府の調査でも、同和問題を解決するために効果があるものとして、「同和地区の人々がかたまって住まないで、分散して住むようにする」が46.9％、「同和問題や差別があることを口に出さないで、そっとしておけばよい（自然に差別はなくなる）」が34.8％となっている。部落分散論は、社会問題である部落問題の責任を部落住民にのみ押し付ける考え方であるだけではなく、憲法第22条によって保障されている「居住移転の自由」（憲法第22条1項...
	④「差別意識が部落出身者に負の影響を及ぼしていること」については、こうした差別意識があり、「部落出身者」であることへのマイナスイメージを附与する社会においては、部落出身であることがスティグマ（烙印）となり、そう自覚する者の自尊感情を傷つけ、アイデンティティ・クライシス（自己確立上の危機）をもたらすとともに、実生活におけるさまざまな機会や可能性を狭めさせることにつながる。差別を受けないためのひとつの戦術として、その出身を隠すことを強いられている人たちも少なくないことが推測されるが、その場合の心理的負...
	2-3　差別事件の現状
	結婚差別については、結婚相手の戸籍を調べるために、特定司法書士・行政書士等による戸籍不正取得事件が起こっており、身元調査が引き続いていることが明らかになっている。就職についても、本籍や家族の状況を収集するなど、公正採用選考への違反事例が見られる。特定の土地が部落であるかどうか、自治体への問い合わせもある。近年では、同和地区を避けようとする忌避意識を前提として、マンション開発に伴う土地調査を行うリサーチ会社が、広告会社等の顧客の依頼を受けて調査を行う中で、特定の地域を同和地区として報告する土地差別調...
	インターネット上における差別事象は、近年のIT技術の発展に伴って新たに生じた問題であるが、部落・部落民・部落解放運動団体に対するマイナスイメージの流布は枚挙にいとまがない。また、特定の人物、地域を被差別部落関係として情報を流すなど、スティグマを付与する悪意のある行為も多々見られる。
	2-4　実態的差別（不平等問題）
	同和問題に関する一連の特別措置法は、部落の住環境を整備し、生活水準を大きく底上げしてきた。しかし、期限切れ後はそうした底上げがなくなり、さまざまな問題が集中的にあらわれていることが、近年の調査で示されている。
	たとえば、多くの部落では少子高齢化が深刻になっている。
	公営住宅化が進んだ部落では、特措法期限切れ後に家賃が応能応益負担になったところなどが典型的であるが、安定層が流出し、不安定層が流入するということも多く見られる。
	若年層の就労状況も厳しくなっている。部落内の若年層を中心とする不安定就業割合は高く、その背景にある学力格差の実態も見逃せない。日本社会全体で格差が拡大しているが、部落出身者において、より不利が重なる傾向がある。
	近年では貧困が健康面での格差を生み出すことが実証されつつあるが、部落内外での健康面での格差、たとえば平均寿命の差にも着目する必要がある。
	2-5　部落外への地域移動
	部落と部落外の結婚カップルは増加の一途をたどっており、その意味では部落という地域を越えて、同和関係者やその子孫が増えているという見方も可能である。職住分離が進む時代にあって、進学や就職等で生まれ育った部落を離れた者も多数存在する。
	部落差別は、部落外の生活世界において生起する可能性が高い。部落内居住者のみならず、部落外に出た部落出身者やその子孫・関係者が差別にさいなまれず、エンパワーされるためには、ピア・サポート（仲間の支え）が重要である。そのためにも、部落内の出身者と、部落外に出た出身者との連帯をますます進めていく必要があるだろう。
	そうした意味合いにおいて、部落解放のための人権啓発・教育は、決して部落が所在する地域のみに限定して取り組まれるものではない。
	３　部落解放・人権啓発の基本的な方向性
	以上のような近年の経過を考慮に入れつつも、基本的な推進方策については、従来からの「部落解放・人権啓発基本方針」ならびに「部落解放・人権啓発の発展のために（提言）」で示された方向性を再確認し、取り組みを進めていく必要がある。
	また、人権啓発の基本的な在り方については、国の計画の改定を促すものとして提言された『人権教育・啓発に関する基本計画の改定案（第１次案）——その全面改定を求めて』（部落解放・人権研究所編，2011年6月）の「２．人権教育・啓発の基本的な在り方」に依拠することができる。
	「部落解放・人権啓発基本方針」では、今後求められる人権啓発の内容（「四、今後の啓発の内容」）として、以下の８点をあげている。
	①部落差別の現実を正しく学ぶ：当事者から学ぶ姿勢
	②部落の人びとが人間解放に果たしてきた役割を学ぶ
	③部落解放は自らの課題であることを学ぶ
	④部落問題を体系的に学ぶ
	⑤部落解放を目指す具体的な実践と結びつけて学ぶ
	⑥部落問題をあらゆる差別の撤廃、人権と平和の確立と結びつけて学ぶ
	⑦部落問題を生活要求を実現する活動と結びつけて学ぶ
	⑧現代の人権保障の展望を学ぶ
	「部落解放・人権啓発の発展のために（提言）」は、「（７）今後の啓発活動の基本的視点」として、以下の４点をあげ、さらに「（８）学習効果を高めるために」では10の提言も行われている。
	『人権教育・啓発に関する基本計画の改定案（第１次案）——その全面改定を求めて』（部落解放・人権研究所編，2011年6月）の「２．人権教育・啓発の基本的な在り方」は、以下の10点を基本原則としている。
	部落問題は、人間の尊厳、個の尊重、人間的連帯、自由・平等などにかかわる問題である。けっして他人事ではなく、これを見過ごすことは、すべての人の人権を損なうことにつながることに目を向けた学習が進められなければならない。自らの抱えている問題を意識し、その解決において部落問題への取り組みと重なるものを見出すことが重要であり、啓発は、このような問題への気づきをもたらし、学習につなぐものとしてとらえなければならない。
	被差別当事者のエンパワメントとともに、すべての人が差別の形成過程を自覚し、変革の道を拓く学習の展開が課題となっている。
	1965年の同和対策審議会も示したように、部落問題は、居住移転・職業選択の自由、婚姻の自由、教育の機会均等など市民的権利と自由が保障されていない問題であり、具体的に基本的人権を学び、人権確立を図るための重要な学習である。人権について具体的に学ぶ上で、部落問題学習など人権問題学習が欠かせないし、基本的人権を学ぶことによって、部落問題の性格を把握することができる。
	人権を抽象的にとらえるだけでは、部落問題や他の人権問題の解決につながり難い。人権を具体的に扱い、人権問題の中で部落問題を明確に位置づけることによって、問題が鮮明になることが多い。その際、部落問題を社会の変化の中でとらえることが重要であり、歴史学習も同対審答申以後の現代の問題とつなぐものでなければならない。
	それぞれの人権課題を個別的に掘り下げることも必要であるが、同時に、相互の関連に着目し、相乗的に問題解決の道を探ることが望まれる。そのためにも、被差別当事者の連帯をうながすことができる環境整備が求められる。また、流言、偏見、同調過剰、抑圧委譲などの分析によって、問題を支える構図を明らかにすることも必要である。
	差別の厳しさだけでなく、差別の撤廃など人権確立に向けての人々の努力とその成果を学ぶことによって、問題解決への展望を持つことができる。部落解放の取り組みがすべての人にその成果をもたらしたものとして、差別につながる身元調査の規制、職員の公正な採用、教育の無償化など多くの事例をあげることができる。このことを通して、主権者として社会に働きかけ、社会意識や仕組みを変えていく力が形成されるのである。
	部落差別等人権侵害につながるしきたり等生活の中の文化を見直す活動を展開して、すべての人の人権を保障する文化の創造の営みが、日常的に行われなければならない。非合理的な暦へのとらわれ、穢れ意識と結びついた儀式など、見直すべきものは身近に多くある。
	文化・芸術活動には、抑圧に抗したり、人間としての思いを表現し、人権について深い洞察を得るものが多く含まれている。これらの創造の背景を明らかにしながらの活動やその鑑賞等を通じて、感動を伴った学習が行われることになる。
	生活の基盤である地域社会にある問題を解決し、くらしやすいまちを築くため、解放運動の成果を踏まえて、住民自治の力を高める取り組みを行うとともに、住民間の連帯を強化する。住民意識調査の結果においても、部落内外の交流が盛んな場合に、差別の壁を乗り越える成果が得られることが示されている。
	公的領域における差別撤廃・人権確立が進展しても、性差別・ＤＶ・虐待など、私的領域と見なされてきた家庭において人権が侵害される状況を見過ごしてはならない。そのためにも、生涯学習の視点から、生活と密着し、暮らしに直結した部分での人権啓発をうながす必要がある。また、部落解放・人権啓発の学びが家庭に波及するような取り組みを進めることは、次世代育成の観点からも重要である。
	これまでの調査結果からも、部落問題・人権学習が継続的になされることによってこそ、効果があらわれることが明らかになっている。単発的な催しによる啓発にとどまらず、継続的な学習の機会を整えることが大切である。
	主体的な学習を進めるため、話し合い、ワークショップ、フィールドワークなど参加体験型学習が広がっている。このことを重視しながら、部落問題等人権問題の歴史的背景や取り組みの歩みなど内容に応じて多様な方法を用い、これらを組み合わせた学習を進めることが求められる。とくに成人にあっては、互いの経験をつきあわせ、討論を行うことによって、新たな見方を獲得する学習が重要になる。
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